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（１）連結経営成績 （％表示は対前期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2023年３月期 696,288 11.7 25,535 3.1 26,151 0.2 15,341 0.7

2022年３月期 623,139 8.9 24,771 15.1 26,103 17.4 15,233 6.9

（注）包括利益 2023年３月期 20,036百万円 （13.9％） 2022年３月期 17,596百万円 （△1.4％）

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

営業収益
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％
2023年３月期 102.90 91.11 10.0 4.9 3.7
2022年３月期 104.09 91.99 10.8 5.7 4.0

（参考）持分法投資損益 2023年３月期 370百万円 2022年３月期 402百万円

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2023年３月期 581,850 179,103 27.6 1,075.69

2022年３月期 480,818 160,854 30.5 985.67

（参考）自己資本 2023年３月期 160,510百万円 2022年３月期 146,817百万円

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円
2023年３月期 47,694 △52,319 17,730 56,147
2022年３月期 31,885 △46,141 5,773 42,193

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
（連結）

純資産
配当率
（連結）第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2022年３月期 － 17.00 － 17.00 34.00 5,020 32.7 3.6

2023年３月期 － 17.00 － 17.00 34.00 5,184 33.0 3.3

2024年３月期（予想） － 17.00 － 19.00 36.00 32.2

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 385,000 15.0 13,200 1.2 13,000 △2.8 7,600 △4.8 50.93

通期 790,000 13.5 29,000 13.6 29,000 10.9 16,700 8.9 111.92

１．2023年３月期の連結業績（2022年４月１日～2023年３月31日）

（２）連結財政状態

（注）2023年３月期第２四半期連結会計期間において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、2022年３月期に係る各数値に
　　　ついては、暫定的な会計処理の確定の内容を反映させております。

（３）連結キャッシュ・フローの状況

２．配当の状況

３．2024年３月期の連結業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2023年3月期 157,070,496株 2022年3月期 157,070,496株
②  期末自己株式数 2023年3月期 7,853,758株 2022年3月期 8,117,957株
③  期中平均株式数 2023年3月期 149,091,281株 2022年3月期 146,347,358株

（１）個別経営成績 （％表示は対前期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％
2023年３月期 15,656 18.4 7,127 17.4 7,333 7.2 3,323 △44.1
2022年３月期 13,227 12.3 6,072 7.3 6,837 21.9 5,948 251.2

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり当期純利益

円 銭 円 銭
2023年３月期 22.28 19.64
2022年３月期 40.65 35.82

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
2023年３月期 320,672 71,058 22.0 473.76
2022年３月期 277,316 72,625 26.0 484.64

（参考）自己資本 2023年３月期 70,692百万円 2022年３月期 72,236百万円

※  注記事項
（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：有

新規  1社  （社名）中央化学株式会社、除外  －社  （社名）

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更：有
②  ①以外の会計方針の変更              ：無
③  会計上の見積りの変更                ：無
④  修正再表示                          ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

2018年3月期第3四半期連結会計期間より、期末自己株式には、株式付与ＥＳＯＰ信託口の保有する当社株式（2023
年3月期 334,566株、2022年3月期 338,276株）及び役員報酬ＢＩＰ信託口の保有する当社株式（2023年3月期
316,723株、2022年3月期 338,607株）を含めております。また、2023年3月期第4四半期連結会計期間より、期末自
己株式には、従業員持株会支援信託ＥＳＯＰの保有する当社株式（2023年3月期 5,255,100株）を含めておりま
す。

（参考）個別業績の概要
１．2023年３月期の個別業績（2022年４月１日～2023年３月31日）

（２）個別財政状態

※  決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想に
関する事項については、決算短信【添付資料】4ページ「今後の見通し」をご覧ください。

・決算補足説明資料については、当社ウェブサイトに掲載する予定です。
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前 期 当 期 増 減 額 増 減 率

営 業 収 益 623,139 696,288 73,148 11.7％

営 業 利 益 24,771 25,535 764 3.1％

経 常 利 益 26,103 26,151 47 0.2％

親会社株主に帰属す

る 当 期 純 利 益
15,233 15,341 107 0.7％

１．経営成績等の概況

（１）経営成績等の概況

①当期の経営成績の概況

当連結累計期間（２０２２年４月１日～２０２３年３月３１日　以下「当期」）における経済
環境は、コロナ禍からの社会経済活動の正常化が進みつつある中、緩やかな持ち直しが続いてい
る一方で、世界的なエネルギー・食料価格の高騰や欧米各国の金融引締めを背景とした急激な為
替変動など、厳しい経営環境で推移しました。

このような中、当社グループは中期経営５ヵ年計画の初年度として、業績のさらなる伸長に努
めてまいりました。

当期の主な取り組みは以下のとおりです。

物流事業においては、４月に「さいたまＰＤセンター」（さいたま市岩槻区）、「仙台北ＰＤ
センター」(宮城県利府町）、５月に「葛西第２ＰＤセンター」（東京都江戸川区）、７月に「ア
クロストランスポート札幌センター」（北海道北広島市）、８月に「綾瀬ロジスティクスセンタ
ー」（神奈川県綾瀬市）、１２月に「北神戸ＰＤセンター」（神戸市西区）、「京葉ＰＤセンタ
ー」（千葉県市原市）を稼働させました。

また、２月に重量物や大型貨物などの海上・陸上一貫輸送体制を持つ「株式会社オーナミ」を
グループに迎えました。

商事・貿易事業においては、８月にアパレル商品在庫の廃棄ゼロを支援するため、商品の再生
加工、再販売、リサイクル等の機能を備えた「株式会社ゼロブランズ」を設立しました。

ライフサポート事業においては、７月にフィットネス事業を展開する「株式会社ＣＯＳＰＡウ
エルネス」を、１月に電気、水まわり、鍵等の緊急対応が必要なトラブルに対し、駆け付けサー
ビスを全国展開する「株式会社ＡＲＳ」をそれぞれグループに迎えました。

ビジネスサポート事業においては、４月に外国人派遣に特化した「Ｋｙｏｕｄｏｕ　Ｐｒｏｊ
ｅｃｔ株式会社」を、２月に交通・重機誘導や、大学等での常駐警備、鉄道警備などを行う「日
制警備保障株式会社」をグループに迎えました。

また、１２月に東京証券取引所に上場していた食品包装容器メーカーの「中央化学株式会社」
を株式公開買付けによりグループに迎えました。

環境負荷低減の取り組みについては、日本物流団体連合会から６月にセンコー株式会社、株式
会社ランテック、埼玉南センコーロジ株式会社が「第２３回物流環境大賞」の特別賞を、１２月
にセンコー株式会社、株式会社ランテックが「令和４年度モーダルシフト取り組み優良事業者
賞」を受賞しました。また、国土交通省から１２月に株式会社ランテックが「令和４年交通関係
環境保全優良事業者等大臣表彰」を、センコー株式会社が「令和４年度物流パートナーシップ優
良事業者表彰」の部門賞（物流構造改革表彰）を受賞しました。

今後も当社グループは、人々の生活を支援する企業グループとして、持続可能な社会の実現に

貢献してまいります。

当期の連結業績は以下のとおりです。
（百万円）
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前期 当期 増減額 増減率

営 業 収 益 440,565 475,833 35,267 8.0％

セグメント利益 23,275 23,748 472 2.0％

前期 当期 増減額 増減率

営 業 収 益 146,123 159,821 13,697 9.4％

セグメント利益 2,447 2,421 △26 △1.1％

前期 当期 増減額 増減率

営 業 収 益 28,812 38,985 10,172 35.3％

セグメント利益

又は損失（△）
△708 186 894 ―

前期 当期 増減額 増減率

営 業 収 益 7,626 10,733 3,107 40.7％

セグメント利益 1,099 1,252 152 13.9％

電気料金ならびに燃料価格、仕入価格の上昇や、コロナ特需の剥落などがありましたが、拡販

ならびに料金・価格改定などにグループ全体で取り組むと共に、Ｍ＆Ａを推進した結果、営業収

益、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益ともに前期を上回る結果となりまし

た。

当期のセグメント別の状況は、以下のとおりです。
なお、第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分ならびに集計方法を変更してお

り、当期の比較・分析は、変更後の区分に基づいております。
また、中央化学株式会社を連結の範囲に含めたことに伴い、第４四半期連結会計期間より新た

に「プロダクト事業」セグメントを設置しております。

（物流事業）
（百万円）

電気料金ならびに燃料価格の上昇、年度後半には荷動きの急減などがありましたが、拡販なら

びに料金改定に取り組むと共に、Ｍ＆Ａの収益寄与があったことなどにより、営業収益は　　

４，７５８億３３百万円と対前期比３５２億６７百万円の増収、セグメント利益は２３７億４８

百万円と対前期比４億７２百万円の増益となりました。

（商事・貿易事業）
（百万円）

前期に連結子会社化した家庭紙卸売の株式会社カルタスの収益寄与があったことに加え、価格

改定ならびに拡販、コスト改善などに努めましたが、テイクアウト・デリバリーに使用する包材

需要の減少や、仕入価格の上昇などがあり、営業収益は１，５９８億２１百万円と対前期比　　

１３６億９７百万円の増収、セグメント利益は２４億２１百万円と対前期比２６百万円の減益と

なりました。

（ライフサポート事業）
（百万円）

日常生活の正常化の動きに伴う利用者数・来店者数の回復と、新規出店ならびにＭ＆Ａの収益
寄与があったことなどにより、営業収益は３８９億８５百万円と対前期比１０１億７２百万円の
増収、セグメント利益は１億８６百万円と対前期比８億９４百万円の増益となりました。

（ビジネスサポート事業）
（百万円）

拡販ならびにコスト改善に取り組むと共に、Ｍ＆Ａの収益寄与があったことなどにより、営業
収益は１０７億３３百万円と対前期比３１億７百万円の増収、セグメント利益は１２億５２百万
円と対前期比１億５２百万円の増益となりました。
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前期 当期 増減額 増減率

営 業 収 益 ― 10,604 10,604 ―

セ グ メ ン ト

損 失 （ △ ）
― △180 △180 ―

（プロダクト事業）
（百万円）

当期に連結子会社化した中央化学株式会社の営業収益は１０６億４百万円、営業損失は１億　
８０百万円となりました。

②今後の見通し

今後の経済環境は、海外景気の下振れリスクなどが懸念されますが、コロナ禍からの回復や雇
用・所得環境の改善が進むことなどにより、緩やかに成長していくことが期待されます。

このような環境の中、当社グループは中期経営５ヵ年計画の達成に向け、引き続き業績の向上
に取り組んでまいります。

次期連結業績予想は、連結営業収益７，９００億円、連結営業利益２９０億円、連結経常利益
２９０億円、親会社株主に帰属する当期純利益１６７億円を見込んでおります。

（２）財政状態に関する分析

①資産、負債及び純資産の状況

（総資産）
当期末における総資産は、５，８１８億５０百万円となり、前期末に比べ１，０１０億３２百

万円増加いたしました。

流動資産は、２，０１７億７３百万円となり、前期末に比べ３０７億３９百万円増加いたしま

した。これは、現金及び預金が１３４億９０百万円、受取手形、営業未収入金及び契約資産が　

５３億３百万円、商品及び製品が６０億１３百万円、原材料及び貯蔵品が２２億９０百万円、そ

の他流動資産が１９億２０百万円増加したことなどによるものです。

固定資産は、３，８００億７７百万円となり、前期末に比べ７０２億９３百万円増加いたしま

した。これは、有形固定資産が５８９億７３百万円、無形固定資産が１２億２６百万円、投資そ

の他の資産が１００億９３百万円増加したことなどによるものです。

（負債）
当期末における負債合計は、４，０２７億４７百万円となり、前期末に比べ８２７億８３百万

円増加いたしました。

流動負債は、１，６５３億５７百万円となり、前期末に比べ２７７億１０百万円増加いたしま

した。これは、支払手形及び営業未払金が５３億８３百万円、電子記録債務が２０億１５百万

円、短期借入金が４２億８百万円、リース債務が２２億６０百万円、その他流動負債が１３１億

円増加したことなどによるものです。
固定負債は、２，３７３億８９百万円となり、前期末に比べ５５０億７２百万円増加いたしま

した。これは、長期借入金が３７５億４６百万円、長期リース債務が９０億５２百万円、退職給
付に係る負債が１４億２８百万円、資産除去債務が１０億９３百万円、繰延税金負債が２８億　
５３百万円、その他固定負債が２８億７１百万円増加したことなどによるものです。

（純資産）
当期末における純資産は、１，７９１億３百万円となり、前期末に比べ１８２億４８百万円増

加いたしました。これは、利益剰余金が１０２億４７百万円、為替換算調整勘定が２３億２７百

万円、非支配株主持分が４５億７８百万円増加したことなどによるものです。自己資本比率は前

期末から２．９ポイント低下し、２７．６％となりました。

②キャッシュ・フローの状況

当期末における現金及び現金同等物は、前期末に比べ、１３９億５３百万円増加し、５６１億

４７百万円となりました。

営業活動によるキャッシュ・フローは、４７６億９４百万円の収入となりました。これは、税

金等調整前当期純利益が２５７億３６百万円、減価償却費が２２４億２９百万円、売上債権及び

契約資産の減少による資金の増加が９７億４百万円あったものの、未払債務の減少による資金の
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2019年

3月期

2020年

3月期

2021年

3月期

2022年

3月期

2023年

3月期

自己資本比率（％） 35.0 35.1 30.9 30.5 27.6

時価ベースの

自己資本比率（％）
41.0 35.7 35.6 27.8 24.2

キャッシュ・フロー

対有利子負債比率
4.2 3.6 5.2 5.8 4.8

インタレスト・

カバレッジ・レシオ
26.2 28.3 27.7 25.5 28.6

減少が３２億４３百万円、法人税等の支払額として９２億２３百万円支出したことなどによるも

のです。

投資活動によるキャッシュ・フローは、５２３億１９百万円の支出となりました。これは、有

形固定資産の取得に３４５億７８百万円、連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得に１５５億

円支出したことなどによるものです。

財務活動によるキャッシュ・フローは、１７７億３０百万円の収入となりました。これは、短

期借入金の純減額が５１億４９百万円、長期借入金の返済に１３４億２４百万円、ファイナン

ス・リース債務の返済に６６億３百万円、配当金の支払額に５０億８９百万円支出したものの、

長期借入れによる収入が４８３億４６百万円あったことなどによるものです。

③キャッシュ・フロー関連指標の推移

　（注）自己資本比率：自己資本／総資産

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／営業キャッシュ・フロー

インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー／利払い

※各指標はいずれも連結ベースの財務数値により計算しております。

※株式時価総額は、期末株価終値×期末発行済株式総数（自己株式控除後）により算出しております。

※営業キャッシュ・フローは連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使

用しております。有利子負債は、連結貸借対照表に計上されている負債のうち、利子を支払っている

負債を対象としております。また、利払いについては、連結キャッシュ・フロー計算書の利息の支払

額を使用しております。

（３）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当

当社は、将来の事業展開と経営体質の強化のために必要な内部留保を確保しつつ、株主の皆様
への利益還元を充実させるため、安定配当に加え、業績連動を考慮した配当を実施することを利
益配分に関する基本方針としております。

この基本方針のもと、２０２３年３月期の期末配当金につきましては、従来の予想通り１株当
たり１７円とし、既に実施している中間配当金１７円と合わせまして、年間配当金を３４円とさ
せていただく予定です。

２０２４年３月期の配当予想につきましては、業績予想を踏まえ、年間配当１株当たり３６円
（中間配当１７円、期末配当１９円）とさせていただく予定です。

（４）事業等のリスク

最近の有価証券報告書（２０２２年６月２８日提出）における「第一部企業情報　第２　事業
の状況　２．事業等のリスク」から重要な変更がないため開示を省略いたします。
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方
当社グループは、連結財務諸表の期間比較可能性及び企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本

基準で連結財務諸表を作成する方針であります。
なお、ＩＦＲＳの適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応を検討してまいり

ます。
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 45,093 58,583

受取手形、営業未収入金及び契約資産 91,893 97,197

電子記録債権 3,543 4,476

商品及び製品 14,183 20,197

仕掛品 95 909

原材料及び貯蔵品 845 3,136

その他 15,411 17,332

貸倒引当金 △34 △59

流動資産合計 171,033 201,773

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 187,259 215,311

減価償却累計額 △96,162 △103,396

建物及び構築物（純額） 91,096 111,914

機械装置及び運搬具 101,063 100,872

減価償却累計額 △73,248 △70,635

機械装置及び運搬具（純額） 27,815 30,236

工具、器具及び備品 13,528 22,004

減価償却累計額 △10,611 △18,454

工具、器具及び備品（純額） 2,917 3,549

土地 90,313 114,478

リース資産 23,823 38,250

減価償却累計額 △8,890 △13,425

リース資産（純額） 14,932 24,824

建設仮勘定 4,562 5,608

有形固定資産合計 231,639 290,612

無形固定資産

のれん 12,104 11,727

その他 11,949 13,553

無形固定資産合計 24,054 25,280

投資その他の資産

投資有価証券 17,957 20,248

長期貸付金 279 541

退職給付に係る資産 7,703 10,207

差入保証金 14,388 17,034

繰延税金資産 5,115 5,571

その他 9,066 11,360

貸倒引当金 △418 △780

投資その他の資産合計 54,091 64,184

固定資産合計 309,784 380,077

繰延資産

開業費 0 －

繰延資産合計 0 －

資産合計 480,818 581,850

３．連結財務諸表及び主な注記
（１）連結貸借対照表
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2022年３月31日)

当連結会計年度
(2023年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び営業未払金 50,675 56,058

電子記録債務 9,076 11,091

１年内償還予定の社債 24 －

短期借入金 36,335 40,543

リース債務 4,632 6,892

未払法人税等 5,052 5,113

賞与引当金 6,585 7,544

役員賞与引当金 427 420

災害損失引当金 416 170

その他 24,420 37,521

流動負債合計 137,646 165,357

固定負債

社債 40,000 40,000

転換社債型新株予約権付社債 22,081 22,054

長期借入金 86,746 124,292

リース債務 15,970 25,022

役員退職慰労引当金 573 608

特別修繕引当金 196 256

株式給付引当金 336 494

退職給付に係る負債 7,050 8,479

資産除去債務 950 2,044

繰延税金負債 5,120 7,973

その他 3,291 6,163

固定負債合計 182,317 237,389

負債合計 319,963 402,747

純資産の部

株主資本

資本金 28,479 28,479

資本剰余金 31,545 31,318

利益剰余金 91,737 101,984

自己株式 △8,159 △7,712

株主資本合計 143,602 154,070

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,472 1,668

繰延ヘッジ損益 70 △2

為替換算調整勘定 755 3,082

退職給付に係る調整累計額 916 1,690

その他の包括利益累計額合計 3,215 6,439

新株予約権 388 366

非支配株主持分 13,648 18,226

純資産合計 160,854 179,103

負債純資産合計 480,818 581,850
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

当連結会計年度
(自　2022年４月１日

　至　2023年３月31日)

営業収益 623,139 696,288
営業原価 534,352 595,013
営業総利益 88,786 101,274
販売費及び一般管理費 64,015 75,738
営業利益 24,771 25,535
営業外収益

受取利息 100 132
受取配当金 286 198
持分法による投資利益 402 370
助成金収入 531 244
受取地代家賃 356 402
その他 1,670 1,925
営業外収益合計 3,349 3,273

営業外費用
支払利息 1,244 1,668
その他 772 989
営業外費用合計 2,016 2,658

経常利益 26,103 26,151
特別利益

負ののれん発生益 － 1,469
補助金収入 248 279
固定資産売却益 111 253
投資有価証券売却益 － 40
特別利益合計 359 2,043

特別損失
減損損失 31 1,540
固定資産圧縮損 253 279
固定資産除却損 182 271
事業所撤退損 － 184
支払補償金 298 132
リース解約損 202 50
災害損失引当金繰入額 416 －
新型コロナウイルス感染症による損失 211 －
固定資産売却損 43 －
災害による損失 28 －
関係会社貸倒引当金繰入額 12 －
貸倒引当金繰入額 3 －
特別損失合計 1,684 2,458

税金等調整前当期純利益 24,778 25,736
法人税、住民税及び事業税 8,831 8,907
法人税等調整額 △230 507
法人税等合計 8,601 9,415
当期純利益 16,177 16,320
非支配株主に帰属する当期純利益 943 979
親会社株主に帰属する当期純利益 15,233 15,341

（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

当連結会計年度
(自　2022年４月１日

　至　2023年３月31日)

当期純利益 16,177 16,320

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △337 207

繰延ヘッジ損益 47 △81

為替換算調整勘定 781 2,353

退職給付に係る調整額 927 773

持分法適用会社に対する持分相当額 － 463

その他の包括利益合計 1,419 3,715

包括利益 17,596 20,036

（内訳）

親会社株主に係る包括利益 16,609 18,566

非支配株主に係る包括利益 987 1,469

（連結包括利益計算書）

- 10 -

センコーグループホールディングス㈱　（9069）　２０２３年３月期決算短信



(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 26,564 29,806 81,211 △4,638 132,944

当期変動額

新株の発行 1,915 1,915 3,830

剰余金の配当 △4,708 △4,708

親会社株主に帰属する当期
純利益

15,233 15,233

自己株式の取得 △3,661 △3,661

自己株式の処分 △39 139 100

非支配株主との取引に係る
親会社の持分変動

△136 △136

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

－

当期変動額合計 1,915 1,739 10,525 △3,521 10,658

当期末残高 28,479 31,545 91,737 △8,159 143,602

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配株主
持分

純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ
損益

為替換算
調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 1,759 32 57 △10 1,839 410 10,926 146,120

当期変動額

新株の発行 － 3,830

剰余金の配当 － △4,708

親会社株主に帰属する当期
純利益

－ 15,233

自己株式の取得 － △3,661

自己株式の処分 － 100

非支配株主との取引に係る
親会社の持分変動

－ △136

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

△287 38 697 927 1,375 △21 2,721 4,075

当期変動額合計 △287 38 697 927 1,375 △21 2,721 14,734

当期末残高 1,472 70 755 916 3,215 388 13,648 160,854

（３）連結株主資本等変動計算書

前連結会計年度（自　2021年４月１日　至　2022年３月31日）
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(単位：百万円)

株主資本

資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当期首残高 28,479 31,545 91,737 △8,159 143,602

当期変動額

新株の発行 －

剰余金の配当 △5,093 △5,093

親会社株主に帰属する当期
純利益

15,341 15,341

自己株式の取得 △0 △0

自己株式の処分 △230 447 217

非支配株主との取引に係る
親会社の持分変動

3 3

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

－

当期変動額合計 － △227 10,247 447 10,467

当期末残高 28,479 31,318 101,984 △7,712 154,070

その他の包括利益累計額

新株予約権
非支配株主
持分

純資産合計その他

有価証券

評価差額金

繰延ヘッジ
損益

為替換算
調整勘定

退職給付に係る

調整累計額

その他の

包括利益

累計額合計

当期首残高 1,472 70 755 916 3,215 388 13,648 160,854

当期変動額

新株の発行 － －

剰余金の配当 － △5,093

親会社株主に帰属する当期
純利益

－ 15,341

自己株式の取得 － △0

自己株式の処分 － 217

非支配株主との取引に係る
親会社の持分変動

－ 3

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

196 △72 2,327 773 3,224 △22 4,578 7,781

当期変動額合計 196 △72 2,327 773 3,224 △22 4,578 18,248

当期末残高 1,668 △2 3,082 1,690 6,439 366 18,226 179,103

当連結会計年度（自　2022年４月１日　至　2023年３月31日）
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

当連結会計年度
(自　2022年４月１日

　至　2023年３月31日)
営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前当期純利益 24,778 25,736
減価償却費 19,817 22,429
のれん償却額 1,071 1,333
貸倒引当金の増減額（△は減少） 2 158
退職給付に係る資産の増減額（△は増加） △2,232 △2,504
退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 874 583
賞与引当金の増減額（△は減少） 218 398
株式給付引当金の増減額（△は減少） 186 158
災害損失引当金の増減額（△は減少） 416 △246
受取利息及び受取配当金 △386 △330
為替差損益（△は益） △251 △167
支払利息 1,244 1,668
固定資産売却損益（△は益） △68 △253
固定資産圧縮損 253 279
補助金収入 △248 △279
負ののれん発生益 － △1,469
投資有価証券売却損益（△は益） － △40
減損損失 31 1,540
固定資産除却損 182 271
事業所撤退損 － 184
支払補償金 298 132
リース解約損 202 50
売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） △5,123 9,704
棚卸資産の増減額（△は増加） △592 △1,050
未払債務の増減額（△は減少） 3,654 △3,243
未払消費税等の増減額（△は減少） △1,685 878
未収消費税等の増減額（△は増加） 22 △377
その他 △837 1,827
小計 41,830 57,371
補助金の受取額 248 279
利息及び配当金の受取額 377 936
利息の支払額 △1,249 △1,669
法人税等の支払額 △9,321 △9,223
営業活動によるキャッシュ・フロー 31,885 47,694

投資活動によるキャッシュ・フロー
定期預金の預入による支出 △2,071 △2,934
定期預金の払戻による収入 2,028 3,476
有形固定資産の取得による支出 △30,311 △34,578
有形固定資産の売却による収入 907 799
無形固定資産の取得による支出 △730 △1,131
関係会社出資金の払込による支出 △5,668 －
投資有価証券の取得による支出 △653 △1,666
差入保証金の差入による支出 △1,097 △2,023
差入保証金の回収による収入 354 1,631
連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

△8,837 △15,500

その他 △60 △391
投資活動によるキャッシュ・フロー △46,141 △52,319

（４）連結キャッシュ・フロー計算書
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(自　2021年４月１日
　至　2022年３月31日)

当連結会計年度
(自　2022年４月１日

　至　2023年３月31日)
財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 4,671 △5,149
長期借入れによる収入 22,563 48,346
長期借入金の返済による支出 △4,035 △13,424
ファイナンス・リース債務の返済による支出 △5,359 △6,603
社債の発行による収入 10,000 －
社債の償還による支出 △13,288 △24
自己株式の取得による支出 △3,630 △0
配当金の支払額 △4,704 △5,089
非支配株主への配当金の支払額 △148 △275
連結の範囲の変更を伴わない子会社株式の取得に
よる支出

△249 △29

その他 △45 △18
財務活動によるキャッシュ・フロー 5,773 17,730

現金及び現金同等物に係る換算差額 304 848
現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △8,177 13,953
現金及び現金同等物の期首残高 50,371 42,193
現金及び現金同等物の期末残高 42,193 56,147

- 14 -

センコーグループホールディングス㈱　（9069）　２０２３年３月期決算短信



（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（会計基準等の改正等に伴う会計方針の変更）

(時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用)

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号 2021年６月17日。以下「時価算定会

計基準適用指針」という。）を当連結会計年度の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-２項に定める経

過的な取り扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することといた

しました。なお、当該会計基準の適用指針の適用が連結財務諸表に与える影響はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

当社グループは、トラック輸送、鉄道利用輸送、海上輸送等の輸送サービスと物流センターでの保管・流通加工サー

ビスを組み合わせ、顧客に最適で高品質・高効率な物流システムを構築し、提供する物流事業を中心とし、石油類販売

事業、情報処理機器等の販売事業、貿易事業及びライフサポート事業、ビジネスサポート事業、プロダクト事業等の事

業を展開しております。

従って、当社グループ事業の事業内容及び相互関連性に基づき、「物流事業」、「商事・貿易事業」、「ライフサポ

ート事業」、「ビジネスサポート事業」、「プロダクト事業」の５つの区分に分類しております。

「物流事業」は、貨物自動車運送事業、鉄道利用運送事業、海上運送事業、国際運送取扱業、倉庫業、荷主の構内に

おける原材料及び製品の包装・移動等の作業、物流センターの運営等を主なサービスとしております。

「商事・貿易事業」は、石油販売、商事販売及び貿易事業等を主なサービスとしております。

「ライフサポート事業」は、総合卸売及び小売店事業、介護事業並びに高齢者向け施設運営事業等を主なサービスと

しております。

「ビジネスサポート事業」は、情報処理受託業、事務処理に関する受託代行業務、コールセンター事業等を主なサー

ビスとしております。

「プロダクト事業」は、合成樹脂及びその他素材を原材料とする食品用・貯蔵用・輸送用・医療用等の容器、包装用

フィルム・シート等の製造販売等を主なサービスとしております。

２．報告セグメントごとの営業収益、利益又は損失、資産その他の項目の金額の算定方法

　報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」における

記載の方法と概ね同一であります。

　報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に

基づいております。

　当連結会計年度の期首より、各セグメントの経営成績をより適切に評価するため、従来、各セグメントへ配分してい

た取得関連費用を、報告セグメントに帰属しない「調整額」として表示する方法に変更しております。

　なお、当連結会計年度のセグメント情報は、変更後の算定方法に基づき組み替えたものを開示しております。

　また、当連結会計年度において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、前連結会計年度の数値につ

いては、暫定的な会計処理の確定による取得原価の当初配分額の重要な見直しが反映された後の金額によっておりま

す。
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（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
(注)１

連結
財務諸表
計上額
(注)２物流事業

商事・貿易
事業

ライフ
サポート事業

ビジネス
サポート事業

プロダクト
事業

計

営業収益

外部顧客への営業収益 440,565 146,123 28,812 7,626 － 623,128 10 623,139

セグメント間の

内部営業収益又

は振替高

4,031 11,345 119 4,765 － 20,262 △20,262 －

計 444,597 157,469 28,932 12,391 － 643,390 △20,251 623,139

セグメント利益又は損

失（△）
23,275 2,447 △708 1,099 － 26,114 △1,343 24,771

セグメント資産 289,701 71,322 24,345 54,231 － 439,600 41,217 480,818

その他の項目

減価償却費 16,322 424 696 1,249 － 18,692 1,124 19,817

減損損失 12 12 － 6 － 31 － 31

有形固定資産及び無形

固定資産の増加額
21,845 371 1,610 15,938 － 39,765 1,027 40,792

３．報告セグメントごとの営業収益、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自  2021年４月１日  至  2022年３月31日）

（注）１．調整額の内容は以下のとおりであります。

　（１）外部顧客への営業収益は、持株会社である当社で計上したものであります。

　（２）セグメント利益又は損失の調整額△1,343百万円は、セグメント間取引消去94百万円及び各報告セグメン

トに帰属しない全社費用△1,437百万円であります。

（３）セグメント資産の調整額41,217百万円は、セグメント間取引消去△1,896百万円及び各報告セグメントに

配分していない全社資産43,114百万円であります。

（４）減価償却費の調整額1,124百万円は、セグメント間取引消去△79百万円及び各報告セグメントに帰属しな

い全社費用1,203百万円であります。

（５）有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額1,027百万円は、セグメント間取引消去636百万円及び

各報告セグメントに帰属しない全社資産390百万円であります。

　　　２．セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。
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（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
(注)１

連結
財務諸表
計上額
(注)２物流事業

商事・貿易
事業

ライフ
サポート事業

ビジネス
サポート事業

プロダクト
事業

計

営業収益

外部顧客への営業収益 475,833 159,821 38,985 10,733 10,604 695,977 310 696,288

セグメント間の

内部営業収益又

は振替高

3,972 15,521 147 7,326 6 26,974 △26,974 －

計 479,805 175,343 39,132 18,059 10,610 722,952 △26,664 696,288

セグメント利益又は損

失（△）
23,748 2,421 186 1,252 △180 27,427 △1,891 25,535

セグメント資産 334,525 66,255 31,960 66,380 38,959 538,081 43,768 581,850

その他の項目

減価償却費 18,182 416 929 1,606 365 21,500 928 22,429

減損損失 14 － 9 608 － 632 907 1,540

有形固定資産及び無形

固定資産の増加額
40,374 282 2,365 10,310 460 53,793 1,247 55,040

当連結会計年度（自  2022年４月１日  至  2023年３月31日）

（注）１．調整額の内容は以下のとおりであります。

　（１）外部顧客への営業収益は、持株会社である当社で計上したものであります。

　（２）セグメント利益又は損失の調整額△1,891百万円は、セグメント間取引消去△437百万円及び各報告セグ

メントに帰属しない全社費用△1,454百万円であります。

（３）セグメント資産の調整額43,768百万円は、セグメント間取引消去△2,485百万円及び各報告セグメントに

配分していない全社資産46,254百万円であります。

（４）減価償却費の調整額928百万円は、セグメント間取引消去△257百万円及び各報告セグメントに帰属しな

い全社費用1,186百万円であります。

（５）減損損失の調整額907百万円は、各報告セグメントに帰属しない全社資産に係るものであります。

（６）有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額1,247百万円は、セグメント間取引消去215百万円及び

各報告セグメントに帰属しない全社資産1,031百万円であります。

　　　２．セグメント利益は、連結財務諸表の営業利益と調整を行っております。

４．報告セグメントの変更等に関する事項

　　（報告セグメントの区分方法の変更）

　当社グループは当連結会計年度の期首より「事業の深化と創出を通じて、人と社会に新しい価値を届け、持続的

な成長を目指す」を基本方針とする５年間の新中期経営計画を開始することに伴い、従来の「その他事業」セグメ

ントを「ライフサポート事業」及び「ビジネスサポート事業」に変更しております。また、複雑かつ多岐にわたる

事業領域を効果的かつ効率的に管理するため、当連結会計年度の期首から、報告セグメントへの集計方法を、各事

業会社の事業を業種別に分類集計する方法から、事業会社単位で分類集計する方法に変更しております。

　さらに、当連結会計年度より中央化学株式会社を連結の範囲に含めたことに伴い、「プロダクト事業」を新設し

ております。

　なお、前連結会計年度のセグメント情報は、変更後のセグメント区分に基づき組み替えたものを開示しておりま

す。
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【関連情報】

前連結会計年度（自  2021年４月１日  至  2022年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

　報告セグメントと同一区分のため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1）営業収益

　本邦の外部顧客への営業収益が連結損益計算書の営業収益の90%を超えるため、記載を省略しております。

(2）有形固定資産

　本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載を省

略しております。

３．主要な顧客ごとの情報

　外部顧客への営業収益のうち、特定の外部顧客への営業収益が連結損益計算書の営業収益の10％未満であるため、

記載を省略しております。

当連結会計年度（自  2022年４月１日  至  2023年３月31日）

１．製品及びサービスごとの情報

　報告セグメントと同一区分のため、記載を省略しております。

２．地域ごとの情報

(1）営業収益

　本邦の外部顧客への営業収益が連結損益計算書の営業収益の90%を超えるため、記載を省略しております。

(2）有形固定資産

　本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の有形固定資産の金額の90％を超えるため、記載を省

略しております。

３．主要な顧客ごとの情報

　外部顧客への営業収益のうち、特定の外部顧客への営業収益が連結損益計算書の営業収益の10％未満であるため、

記載を省略しております。

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前連結会計年度（自  2021年４月１日  至  2022年３月31日）

セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。

当連結会計年度（自  2022年４月１日  至  2023年３月31日）

　セグメント情報に同様の情報を開示しているため、記載を省略しております。
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（単位：百万円）

物流事業
商事・貿易

事業
ライフ

サポート事業
ビジネス

サポート事業
プロダクト

事業
全社・消去 合計

当期償却額 616 150 285 19 － － 1,071

当期末残高 8,192 1,597 2,294 479 － － 12,564

（単位：百万円）

物流事業
商事・貿易

事業
ライフ

サポート事業
ビジネス

サポート事業
プロダクト

事業
全社・消去 合計

当期償却額 790 163 318 61 － － 1,333

当期末残高 7,376 1,433 1,503 1,413 － － 11,727

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前連結会計年度（自  2021年４月１日  至  2022年３月31日）

当連結会計年度（自  2022年４月１日  至  2023年３月31日）

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

前連結会計年度（自  2021年４月１日  至  2022年３月31日）

　該当事項はありません。

当連結会計年度（自  2022年４月１日  至  2023年３月31日）

　「物流事業」セグメントにおいて、株式会社オーナミの株式を新たに取得したことに伴い、負ののれんが発生してお

ります。当該事象による負ののれん発生益の計上額は、当連結会計年度においては41百万円であります。

　「ライフサポート事業」セグメントにおいて、株式会社COSPAウエルネスの株式を新たに取得したことに伴い、負の

のれんが発生しております。当該事象による負ののれん発生益の計上額は、当連結会計年度においては92百万円であり

ます。

　「プロダクト事業」セグメントにおいて、中央化学株式会社の株式を新たに取得したことに伴い、負ののれんが発生

しております。当該事象による負ののれん発生益の計上額は、当連結会計年度においては1,335百万円であります。

　なお、負ののれん発生益は特別利益のため、上記セグメント利益には含まれておりません。
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前連結会計年度
（自  2021年４月１日

至  2022年３月31日）

当連結会計年度
（自  2022年４月１日

至  2023年３月31日）

１株当たり純資産額 985円67銭 1,075円69銭

１株当たり当期純利益 104円09銭 102円90銭

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 91円99銭 91円11銭

前連結会計年度
（自  2021年４月１日

至  2022年３月31日）

当連結会計年度
（自  2022年４月１日

至  2023年３月31日）

１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益（百万円） 15,233 15,341

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益

（百万円）
15,233 15,341

普通株式の期中平均株式数（千株） 146,347 149,091

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益調整額

（百万円）
△25 △19

　（うち社債利息相当額（百万円）） （△25） （△19）

普通株式増加数（千株） 18,979 19,084

（うち新株予約権（千株）） （881） （826）

（うち転換社債型新株予約権付社債（千株）） （18,098） （18,257）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり当期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式

の概要

－

（１株当たり情報）

（注）１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

（注）１．株式付与ＥＳＯＰ信託及び役員報酬ＢＩＰ信託並びに従業員持株会支援信託ＥＳＯＰが保有する当社株式

を、「１株当たり純資産額」の算定上、期末発行済株式総数から控除する自己株式に含めております（前連

結会計年度676千株、当連結会計年度5,906千株）。

「１株当たり当期純利益金額」及び「潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額」の算定上、期中平均株式

数の計算において控除する自己株式に含めております（前連結会計年度682千株、当連結会計年度1,102千

株）。

２．当連結会計年度において、企業結合に係る暫定的な会計処理の確定を行っており、前連結会計年度の数値に

ついては、暫定的な会計処理の確定の内容を反映させております。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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新役職名 氏　　　名 現役職名

取締役常務執行役員

国際事業本部長

（兼）ＡＳＥＡＮエリア事業部長

（兼）ＡＳＥＡＮエリア事務所長

（兼）SENKO (THAILAND)Co.,Ltd.

　　　代表取締役社長

（兼）Skylift Consolidator(Pte)Ltd.

　　　取締役会長

大野　茂

常務執行役員

国際事業推進本部長

（兼）ＡＳＥＡＮエリア事業担当部長

（兼）ＡＳＥＡＮエリア事務所長

（兼）SENKO (THAILAND)Co.,Ltd.

　　　代表取締役社長

（兼）Skylift Consolidator(Pte)Ltd.

　　　取締役会長

取締役常務執行役員

ライフサポート事業本部長
増田　康裕

常務執行役員

ライフサポート事業推進本部長

取締役常務執行役員

商事事業担当

（兼）センコー商事㈱

　　　代表取締役社長

堤　秀樹
常務執行役員

社長付　特命担当

新役職名 氏　　名 現役職名

常勤監査役 小原　紳一郎
ＪＮＣ㈱

経営企画室付部長

新役職名 氏　　名 現役職名

センコー商事㈱

取締役会長
米司　博

取締役

商事事業担当

（兼）センコー商事㈱

　　　代表取締役社長

執行役員

海運事業担当

（兼）センコー汽船㈱

　　　取締役会長

（兼）日本マリン㈱

　　　取締役会長

（兼）㈱オーナミ

　　　取締役会長

谷口　玲

取締役

海運事業担当

（兼）センコー汽船㈱

　　　取締役会長

（兼）日本マリン㈱

　　　取締役会長

（兼）㈱オーナミ

　　　取締役会長

㈱SENKO International Trading

取締役会長

（兼）上海拓米電子材料有限公司

　　　副董事長

（兼）拓米国際有限公司

　　　副董事長

（兼）国際事業本部

　　　顧問

髙梨　利雄

取締役

国際事業担当

（兼）センコー㈱

　　　代表取締役

（兼）㈱SENKO International Trading

　　　取締役会長

（兼）上海拓米電子材料有限公司

　　　副董事長

（兼）拓米国際有限公司

　　　副董事長

新役職名 氏　　名 現役職名

㈱SENKO International Trading

取締役副社長
松友　泰 常勤監査役

４．その他
　（１）役員の異動（2023年６月28日付）

　　　１．新任取締役候補者

　　　２．新任監査役候補者

　　　　　※小原紳一郎氏は、社外監査役候補者であります。

　　　３．退任予定取締役

　　　４．退任予定監査役

以上
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